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応用例・用途

本研究では、ろう者・難聴者（156名）と健聴者

（59名）を対象に、オンライン講義を受ける環境と

改善策のアンケートを実施しました。その結果、ろ

う者・難聴者と健聴者に大きな違いは見られません

でしたが、オンライン画面上で、音環境への対応が

見られました。音環境については、快適な受講環境

が重要視されるのは当然のことながら、健聴者が発

言する時、講義ではマイクをオンにするため、周り

の音が入ってこないように配慮している一方で、手

話使用者はずっと音声をミュートにして、気にしな

い傾向があるようです。今後、ろう者・難聴者では

改善したい項目として、快適環境に関連する座りや

すさと、目の疲れや画面の見やすさをあげていまし

た。特に、目が疲れにくくする改善については、ろ

う者・難聴者が約5割、健聴者3割が改善を希望して

いました。ろう者・難聴者が視覚的な見やすさへの

改善を望んでいることが再確認されました。

研究概要

オンライン講義、ろう者、難聴者、大学生、健聴者

オンライン会議システムや遠隔コミュニケーションツールの開発・改善に役立ちます。特

に、ろう者・難聴者を含む多様なユーザーへのアクセシビリティ向上に貢献できます。本

研究で示された「音環境」や「視覚的な見やすさ」への配慮は、より質の高いコミュニ

ケーションを支援するシステム開発に役立ちます。また、教育機関では、オンライン授業

における聴覚障害学生へのサポート体制構築に役立ちます。
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